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そ
の
周
辺
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

加
茂
神
社
・
妻
科
神
社
で
は
、

社
殿
の
中
で
齋
藤
安
彦
宮
司
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
両
神
社
と
も

文
化
財
の
登
録
申
請
中
で
す
。

　

加
茂
神
社
境
内
に
は
信
濃
教
育

会
の
私
有
地
が
あ
り
「
五
無
斎
保

科
百
助
碑
」
が
あ
り
ま
す
。
地
学

標
本
で
有
名
で
す
が
、
県
立
図
書

館
の
基
礎
を
築
い
た
人
で
も
あ
り

ま
す
。

　

長
野
聖
救
主
教
会
で
も
、
大
和

玲
子
牧
師
の
説
明
を
教
会
内
で
受

け
ま
し
た
。
レ
ン
ガ
造
り
で
柱
が

な
い
ト
ラ
ス
ト
構
造
で
富
岡
製
糸

工
場
と
同
じ
で
す
。
国
登
録
有
形

文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
講
座
で
9
か
所
を
見
学

し
、
豊
か
な
歴
史
と
文
化
が
あ
る

こ
と
を
知
り
感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。

　

城
山
公
民
館
で
は
、
今
後
も
多

方
面
と
連
携
し
て
、
充
実
し
た
生

涯
学
習
の
機
会
を
提
供
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
講
座
に
参
加
し
て
の
感
想

　
講
座
に
参
加
し
て
の
感
想

�

木
下　

日
香
留
（
母
）

　

講
座
当
日
は
お
天
気
に
も
恵
ま

れ
、
開
始
前
か
ら
子
ど
も
た
ち
は

ワ
ク
ワ
ク
を
隠
し
切
れ
な
い
様
子
。

2
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
ま
ず
は

サ
ル
山
へ
。
今
年
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ

ん
サ
ル
を
見
な
が
ら
餌
や
り
を
し

ま
し
た
。
餌
は
秋
の
味
覚
、
栗
。

上
手
に
皮
を
む
い
て
食
べ
て
い
る

様
子
に
み
な
興
味
津
々
で
し
た
。

次
に
ア
シ
カ
。
ト
ン
グ
で
魚
を
あ

げ
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
も
怖

が
る
こ
と
な
く
餌
を
あ
げ
て
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
は
、
ヤ
ク
シ
カ
、
フ
ラ

ミ
ン
ゴ
、ペ
ン
ギ
ン
、飯
綱
の
森
（
リ

ス
他
）、
カ
メ
…
。
各
所
で
職
員
さ

ん
が
動
物
の
特
徴
や
豆
知
識
を
教

え
て
く
だ
さ
り
、
新
し
い
発
見
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。
獣
舎
、
飼
料

室
に
も
入
れ
て
い
た
だ
き
、
普
段

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
動
物
園
の

裏
側
に
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
大

人
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
今
回
の
講
座
参
加
者

以
外
に
も
多
く
の
来
園
者
が
あ
り
、

親
し
み
や
す
い
動
物
園
が
身
近
に

あ
る
こ
と
を
嬉
し
く
感
じ
る
と
と

も
に
、
城
山
動
物
園
の
魅
力
を
再

発
見
で
き
た
1
日
で
し
た
。

　

10
月
18
日
（
水
）
午
前

9
時
30
分
か
ら
、
第
一
地

区
住
民
自
治
協
議
会
と
の

共
催
で
、「
地
域
の
学
び
」

講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
を
、
成
人
学
校
で
お

な
じ
み
の
宮
下
健
司
先
生

に
お
願
い
し
て
、
加
茂
神

社
、
妻
科
神
社
を
中
心
に

話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
齋
藤
安
彦
宮
司

さ
ん
に
も
お
い
で
い
た
だ
き
、
た

い
へ
ん
興
味
深
い
話
を
お
聴
き
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
講
座
に
参
加
し
て
の
感
想

　
講
座
に
参
加
し
て
の
感
想

�

70
代　

男
性

　

か
つ
て
、
長
野
市
の
政
治
・
経

済
の
中
心
地
だ
っ
た
地
域
の
「
地

域
の
学
び
」
講
座
、「
宮
下
健
司
氏

が
語
る
…
加
茂
神
社
・
妻
科
神
社

　

10
月
14
日
（
土
）
午
後
、
城
山

動
物
園
に
8
組
22
人
の
親
子
が
集

ま
り
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
ふ
だ

ん
な
か
な
か
体
験
で
き
な
い
、
獣

舎
内
見
学
や
動
物
園
の
飼
育
員
の

案
内
に
よ
る
親
子
で
園
内
裏

側
探
検
・
餌
や
り
体
験
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
通
常
は

入
れ
な
い
動
物
病
院
・
飼
料

室
も
見
学
し
、
動
物
の
豆
知

識
等
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
体
験
後
の
子
ど
も
た

ち
の
感
想
は
、
全
員
が
「
楽

し
か
っ
た
。
面
白
か
っ
た
」

と
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

城
山
公
民
館
区
の
施
設
と

の
連
携
、
親
子
の
学
び
の
場

の
企
画
は
、
と
て
も
有
意
義
な
も

の
に
な
り
ま
し
た
。
時
間
は
概
ね

1
時
間
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
の
興
味
が
尽
き
ず
、

親
子
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
姿

が
印
象
的
で
し
た
。

　

城
山
公
民
館
で
は
、
生
涯
学
習

の
地
域
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能

を
高
め
る
た
め
、
地
域
と
連
携
し

て
、
様
々
な
学
び
や
体
験
の
機
会

を
提
供
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
地
元
第
一
地

区
住
民
自
治
協
議
会
、
長
野
市
城

山
動
物
園
と
連
携
し
て
、
公
民
館

か
ら
地
域
に
出
て
、
ふ
だ
ん
で
き

な
い
体
験
や
学
び
の
機
会
が
得
ら

れ
る
講
座
を
企
画
し
ま
し
た
。

親子DE探検隊 IN城山動物園

「地域の学び」講座「地域の学び」講座
加茂神社・妻科神社その周辺加茂神社・妻科神社その周辺

　
地
域
と
つ
な
が
る
城
山
公
民
館

　
地
域
と
つ
な
が
る
城
山
公
民
館

　
　
　

　
　
　
第
一
地
区
住
民
自
治
協
議
会

第
一
地
区
住
民
自
治
協
議
会

　
　
　
　

　
　
　
　
　　
&&
城
山
動
物
園
と
の
連
携
市
民
講
座

城
山
動
物
園
と
の
連
携
市
民
講
座

妻科神社を見学する受講者

カメに餌をあげる子どもたち

▼長野市城山動物園

▲
第一地区
マスコット
ピーちゃん
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戸
隠
地
質
化
石
博
物
館　
　

�
田
辺　

智
隆

　

鬼
無
里
方
面
か
ら
国
道
4
0
6

号
を
市
街
に
進
む
と
、
平
成
21

（
2
0
0
9
）
年
に
供
用
開
始
と

な
っ
た
頼
朝
山
ト
ン
ネ
ル
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
東
側
の
出
口
、
茂
菅

大
橋
に
で
る
と
景
観
が
大
き
く
変

わ
り
ま
す
。
ず
っ
と
谷
沿
い
を
通

過
し
て
き
た
国
道
で
す
が
、
ト
ン

ネ
ル
を
抜
け
た
途
端
に
空
が
開
け
、

長
野
の
中
心
市
街
地
と
そ
の
背
景

に
群
馬
県
境
の
四
阿
山
（
標
高

2
3
5
4
m
）
等
を
望
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

こ
の
景
観
の
急
な
変
化
は
、
大
き

な
地
質
の
違
い
を
示
し
ま
す
。
裾

花
川
沿
い
の
谷
に
は
約
7
0
0
万

年
前
の
海
底
火
山
が
噴
火
し
た
際

の
裾
花
凝
灰
岩
層
が
む
き
出
し
に

な
っ
て
い
ま
す
。
長
野
県
庁
の
西

側
の
通
称
「
白
岩
」
で
は
、
白
い

火
山
灰
層
が
厚
く
堆
積
し
た
様
子

が
見
ら
れ
ま
す
。
旭
山
は
裾
花
凝

灰
岩
層
の
中
で
も
硬
い
流
紋
岩
質

の
溶
岩
で
で
き
て
い
る
の
で
、
険

し
い
山
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
は
、
山
際
の
地
下

に
あ
る
長
野
盆
地
西
縁
断
層
が
境

と
な
っ
て
、
沈
ん
だ
盆
地
側
に
裾

花
川
が
運
ん
だ
土
砂
が
堆
積
し
た

「
新
し
い
地
層
」
で
で
き
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
い
う
「
新
し
い
」
と

は
、
約
20
万
年
前
よ
り
新
し
い
時

代
の
地
層
と
い
う
意
味
で
す
。
そ

の
地
層
を
観
察
で
き
る
の
が
、
長

野
商
業
高
等
学
校
野
球
部
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
東
側
の
崖
で
す
。
こ
の
大

き
な
崖
で
は
、
裾
花
川
が
運
ん
だ

た
く
さ
ん
の
石
こ
ろ
が
積
み
重
な

り
、
地
層
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
こ
の
崖
か
ら
ナ
ウ

マ
ン
ゾ
ウ
の
歯
の
一
部
の
化
石
が

発
見
さ
れ
た
こ
と
は
、
以
前
の
館

報
城
山
1
7
6
号
で
紹
介
し
ま
し

た
。

　

長
野
盆
地
西
縁
断
層
は
20
万
年

前
以
降
、
活
発
に
活
動
を
繰
り
返

し
、
裾
花
川
上
流
部
が
隆
起
し
、

市
街
地
側
が
沈
む
活
動
が
続
い
て

い
ま
す
。
そ
こ
に
裾
花
川
の
上
流

か
ら
流
れ
て
き
た
土
砂
が
堆
積
し
、

「
扇
状
地
」
と
呼
ば
れ
る
な
だ
ら
か

な
緩
斜
面
が
広
が
る
地
形
に
な
っ

た
の
で
す
。

　

こ
の
扇
状
地
の
広
が
る
妻
科
周

辺
を
歩
い
て
み
る
と
、
時
々
急
な

崖
や
坂
道
と
な
っ
て
い
る
場
所
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
坂
を
境
に
3
つ

の
南
東
に
傾
く
な
だ
ら
か
な
地
形

面
が
あ
る
こ
と
に
も
気
づ
き
ま
す
。

西
部
中
学
校
や
加
茂
小
学
校
の
あ

る
面
、
長
野
商
業
高
等
学
校
や
妻

科
神
社
の
あ
る
面
、
そ
し
て
長
野

県
庁
へ
と
つ
づ
く
面
で
す
。
こ
れ

ら
は
大
き
な
扇
状
地
が
で
き
た
後
、

さ
ら
に
裾
花
川
が
大
地
を
削
り
、

緩
や
か
な
斜
面
を
つ
く
っ
た
「
河

岸
段
丘
」
と
呼
ば
れ
る
地
形
で
す
。

　

段
丘
面
の
境
に
あ
る
急
な
崖
は

「
段
丘
崖
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
の
地
形
は
、
長
野
盆
地
西
縁
断

層
が
何
度
も
動
き
山
側
が
持
ち
上

が
り
、
裾
花
川
が
さ
ら
に
谷
を
削
っ

て
で
き
た
も
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
裾
花
川
に
よ
る
土
砂

の
堆
積
、
侵
食
が
こ
の
地
域
に
見

ら
れ
る
扇
状
地
や
河
岸
段
丘
を
つ

く
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
土
砂
の
一

部
は
長
野
県
立
美
術
館
の
地
下
で

も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
（
館
報
城

山
1
9
0
号
参
照
）。

　

長
野
盆
地
西
縁
断
層
の
動
き
で

隆
起
し
た
西
山
地
区
、
長
野
盆
地

の
沈
み
込
み
、
そ
れ
に
加
え
て
裾

花
川
の
侵
食
・
土
砂
の
運
搬
や
堆

積
と
い
う
働
き
で
で
き
た
の
が
、

中
心
市
街
地
の
坂
道
や
平
坦
な
地

形
な
の
で
す
。
つ
ま
り
、
裾
花
川

の
上
流
部
、
鬼
無
里
・
戸
隠
・
芋

井
や
小
田
切
の
大
地
の
破
片
が
石

こ
ろ
と
な
り
、
裾
花
川
に
よ
っ
て

運
ば
れ
、
氾
濫
を
繰
り
返
す
こ
と

に
よ
っ
て
中
心
市
街
地
が
で
き
た

と
い
っ
て
も
よ
い
の
で
す
。

特
別
寄
稿

特
別
寄
稿

裾
花
川
と
長
野
市
街
地
　そ
の
7

　
　
　〜
裾
花
川
が
つ
く
る
扇
状
態
と
段
丘
地
形
〜

頼朝山トンネル出口付近から見る風景頼朝山トンネル出口付近から見る風景

長野県庁裏の白岩長野県庁裏の白岩

長野商業高等学校野球部グラウンドの東側の崖長野商業高等学校野球部グラウンドの東側の崖

裾花川の段丘裾花川の段丘

市民講座
これからの

お申込みを
お待ちしています
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城
山
公
民
館  

歴
史
シ
リ
ー
ズ

城
山
公
園そ

の
13

　

現
在
、
そ
の
姿
を
大
き
く
変
え

よ
う
と
し
て
い
る
城
山
公
園
。
そ

の
中
で
、
か
つ
て
の
長
野
体
育
協

会
「
城
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
跡
地
に
は
、

現
在
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
が
整
備

さ
れ
市
民
の
憩
い
の
場
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
西
側
に
は
、
昭

和
の
時
代
か
ら
今
日
ま
で
長
野
県

神
社
庁
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
の
神
社
庁
に
つ
い
て

ふ
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

▼

　

第
二
次
世
界
大
戦
終
戦
の
昭
和

20
年
（
1
9
4
5
）
12
月
15
日
、

連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部

か
ら
、
通
称
「
神
道
指
令
」
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
指
令
に
よ
り
、

神
社
神
道
に
対
す
る
政
府
の
保
証
、

支
援
、
保
全
、
監
督
が
な
く
な
り

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
長
野
県
庁
内
に
置
か

れ
た
神
社
行
政
に
関
す
る
事
務
局

等
も
廃
止
さ
れ
、
神
社
は
民
間
の

普
通
の
宗
教
団
体
に
改
組
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
し
た
。
こ
の

よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
で
、
翌
昭

和
21
年
3
月
に
、
長
野
県
神
社
庁

が
設
立
さ
れ
、
同
年
5
月
6
日
に

は
、
長
野
県
神
社
庁
発
足
の
声
明
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
声
明
の
中
に
「
神

社
は
久
し
く
『
国
家
の
宗
祀
』
と

し
て
宗
教
の
圏
外
に
置
か
れ
て
き

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
神

社
の
本
質
に
し
た
が
い
『
国

民
信
仰
の
標
的
た
る
真
姿
』

に
立
ち
か
え
る
こ
と
、
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
の
指
令
と
宗
教

法
人
令
を
遵
守
す
る
こ
と
」

が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
以
降
、
神
社
庁
は
新

し
い
宗
教
法
人
と
し
て
の

歩
み
を
始
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
大
戦
後
の
農
地
改
革

に
よ
り
、
神
社
が
も
っ
て
い
た
農

地
、
牧
地
は
、
す
べ
て
失
う
こ
と

に
な
り
、
神
社
は
基
本
財
産
な
し

に
歩
き
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

▼

　

長
野
県
神
社
庁
は
、
そ
の
前
身

は
長
野
県
皇
典
講
究
所
で
、
明
治

18
年
（
1
8
8
5
）
か
ら
長
野
学

校
（
現
城
山
小
学
校
）
の
敷
地
内

に
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
明
治

40
年
（
1
9
0
7
）
に
城
山
公
園

内
に
移
転
し
、
さ
ら
に
、
昭
和
33

年
（
1
9
5
8
）
9
月
12
日
に
、

現
在
地
に
移
転
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

▼

　

さ
て
、
長
野
県
神
社
庁
は
、
こ

の
た
び
の
城
山
公
園
再
整
備
事
業

の
中
で
、
再
び
移
転
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
場
所
は
、
健
御
名

方
富
命
彦
神
別
神
社
の
東
隣
で
、

善
光
寺
平
を
一
望
で
き
る
城
山
公

園
一
番
の
高
台
で
す
。
こ
の
神
社

は
、
か
つ
て
県
社
と
し
て
、
ま
た
、

「
延
喜
式
」
で
信
濃
国
水
内
郡
大
一

座
と
さ
れ
た
歴
史
あ
る
神
社
で
す
。

く
し
く
も
、
こ
の
地
に
位
置
す
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
長
野
県

神
社
庁
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
象
徴

的
な
移
転
と
い
え
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

長
野
県
神
社
庁
は
、
令
和
5
年

9
月
に
新
庁
舎
が
完
成
し
、
今
後

こ
の
新
庁
舎
で
の
業
務
が
開
始
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

（
小
池
）

　

城
山
団
地
は
、

昭
和
32
年（
1

9
5
7
）
に
県

営
分
譲
地
と
し

て
、
上
松
地
区
の
東
南
部
の
高
台

に
造
成
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
世
帯

数
83
戸
の
住
宅
は
、
上
松
区
の
自

治
組
織
を
通
じ
て
、
市
の
行
政
事

務
の
伝
達
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、

地
理
的
条
件
や
特
殊
性
か
ら
上
松

区
と
の
連
絡
調
整
の
便
が
容
易
で

な
い
た
め
、
昭
和
39
年
に
上
松
区

の
同
意
を
得
て
、
市
に
申
請
し
、

昭
和
40
年
1
月
に
城
山
団
地
行
政

区
と
し
て
認
可
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
城
山
団
地
は
、
常
住
世

帯
88
戸
と
事
業
所
1
で
構
成
さ
れ

空
き
家
14
戸
の
状
況
で
す
。
世
代

別
で
は
若
年
層
の
割
合
が
低
く
、

60
代
を
ピ
ー
ク
と
し
た
右
寄
り
の

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
構
成
で
す
。
団
地
内

に
公
園
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
若
宮

神
社
、
城
山
動
物
園
、
城
山
公
園
、

善
光
寺
ま
で
は
15
分
圏
内
の
恵
ま

れ
た
環
境
で
す
。
冬
に
な
る
と
多

く
の
住
宅
で
、
東
の
山
の
稜
線
か

ら
昇
る
朝
日
を
、
正
面
か
ら
眺
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

区
民
の
楽
し
み
は
駒
形
獄
駒
弓

神
社
の
秋
季
例
大
祭
、
上
松
5
区

の
一
員
と
し
て
老
若
男
女
全
員
参

加
で
楽
し
み
ま
す
。
育
成
会
主
体

の
子
ど
も
神
輿
か
ら
始
ま
り
神
楽

地
回
り
を
終
え
て
、
年
番
氏
子
総

代
宅
で
5
区
神
楽
が
集
合
し
、
若

宮
神
社
（
里
宮
）
へ
と
長
い
行
列

で
進
み
、
神
楽
獅
子
舞
・
神
輿
・

盛
大
な
仕
掛
け
花
火
を
楽
し
み
ま

す
。
区
内
の
活
動
は
、
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
「
あ
か
ね
会
」
が
4
月
〜
12

月
の
1
日
に
若
宮
神
社
の
清
掃
後

カ
ー
リ
ン
グ
ゲ
ー
ム
等
楽
し
み
ま

す
。
本
年
4
月
に
発
足
し
た
「
は

つ
ら
つ
会
」
で
は
、
健
康
寿
命
を

延
ば
す
こ
と
を
目
的
に
、
は
つ
ら

つ
体
操
・
脳
ト
レ
、
そ
し
て
雑
談

に
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

　

小
さ
な
区
で
す
が
区
民
の
力
を

合
わ
せ
て
、
地
域
の
中
で
活
躍
で

き
る
区
を
目
指
し
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ 

我
が
町
　
城
山
団
地
区 

区
長　

池
上 

良
一

令和の長野県神社庁舎令和の長野県神社庁舎

昭和時代に建てられた神社庁舎昭和時代に建てられた神社庁舎

長野県神社庁

城山団地区の神輿
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老
人
ホ
テ
ル�

原
田
　
ひ
香

や
さ
し
さ
を
忘
れ
ぬ
う
ち
に�

川
口
　
俊
和

街
と
そ
の
不
確
か
な
壁�

村
上
　
春
樹

白
ゆ
き
紅
ば
ら�

寺
地
　
は
る
な

オ
ー
ル
・
ノ
ッ
ト�

柚
木
　
麻
子

ぎ
ょ
う
れ
つ
の
で
き
る

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
か
き
ご
お
り
や
さ
ん

�

ふ
く
ざ
わ
　
ゆ
み
こ

よ
う
か
い
お
ふ
ろ�

植
垣
　
歩
子

ペ
ン
ギ
ン
た
ん
け
ん
た
い�

高
畠
　
純

う
み
の
た
か
ら
も
の�

た
か
お
　
ゆ
う
こ

心
眼�

相
場
　
英
雄

サ
ク
ラ
サ
ク
、
サ
ク
ラ
チ
ル�

辻
堂
　
ゆ
め

八
月
の
御
所
グ
ラ
ウ
ン
ド�

万
城
目
　
学

歩
く
亡
者�

三
津
田
　
信
三

球
形
の
囁
き�

長
岡
　
弘
樹

か
ぞ
く
を
つ
な
ぐ

よ
り
子
さ
ん
の
レ
シ
ピ
帖

�

坂
井
　
よ
り
子

幸
福
人
フ
ー�

坂
口
　
恭
平

青
春
を
ク
ビ
に
な
っ
て�

額
賀
　
澪

暮
ら
し
の
図
鑑 

ハ
ー
ブ
の
癒
し

�

（
監
修
）
諏
訪
　
晴
美

サ
ド
ン
デ
ス�

相
場
　
英
雄

編
集
後
記

　

春
秋
の
季
節
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た

か
の
よ
う
に
長
く
暑
い
夏
が
続
き
ま

し
た
が
、
ヒ
グ
ラ
シ
蝉
の
鳴
き
声
を

聞
く
間
も
な
く
、
早
や
師
走
の
12
月

で
す
。

　

こ
の
間
、
食
品
や
生
活
用
品
の
値

上
げ
、
そ
し
て
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
高

騰
等
が
あ
り
、「
地
球
沸
騰
化
」
の

不
安
に
加
え
、
経
済
不
安
を
も
強
く

感
じ
る
年
で
し
た
。

　

今
号
は
明
る
く
、
地
域
と
繋
が
る

「
城
山
公
民
館
」
の
事
例
を
特
集
で

紹
介
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
後
新

た
な
「
公
民
館
の
歴
史
」
シ
リ
ー
ズ

も
開
始
予
定
で
す
。
乞
う
ご
期
待
!

�

（
山
口
し
）

新刊図書のご案内

　

長
野
聖
救
主
教
会
は
、

明
治
31
年（
1
8
9
8
）に
、

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ゴ

シ
ッ
ク
建
築
様
式
に
よ
り

建
て
ら
れ
た
。

�

国
登
録
有
形
文
化
財

　

長
野
市
消
防
本
部
・
長
野
市

消
防
団
本
部
は
、
昭
和
23
年

（
1
9
4
8
）に
若
松
町
に
置
か

れ
た
。
現
在
は
両
本
部
発
祥
の

地
と
し
て
記
念
碑
が
置
か
れ
て

い
る
。

　

第
一・
第
二
地
区
の
成
人
式
を

実
施
し
ま
す
。ご
参
加
く
だ
さ
い
。

1 

該
当
者

　

平
成
15
年
4
月
2
日
か
ら

　

平
成
16
年
4
月
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
者
で
、
第
一
・
第
二

地
区
に
居
住
、
ま
た
は
実
家
が

あ
る
者
。

2 

日　

時

　

令
和
6
年
1
月
7
日
（
日
）

　

受
付　

午
前
9
時
20
分
～

　

式
典　

午
前
10
時
00
分
〜

　
（
感
染
状
況
に
よ
り
延
期
・

　

中
止
の
可
能
性
あ
り
）

3 

会　

場

　

善
光
寺
事
務
局
講
堂

4 

主　

催

　

長
野
市
立
城
山
公
民
館
、第
一・

第
二
地
区
住
民
自
治
協
議
会

5 

参
加
方
法

　

住
民
登
録
が
第
一
・
第
二
地
区

に
あ
り
、
事
前
に
電
子
申
請
等

に
よ
り
出
席
申
し
込
み
を
し
た

方
に
、
12
月
上
旬
頃
案
内
状
等

を
郵
送
し
ま
す
。
必
要
事
項
を

記
入
し
て
必
ず
当
日
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
該
当
者
で
現
在
は
住

民
登
録
が
長
野
市
に
な
い
方
は
、

城
山
公
民
館
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

�

☎
２
３
２

−

３
１
１
１

※
他
地
区
の
方
の
参
加
は
お
断

り
し
て
い
ま
す
。

　

第
46
回
城
山
公
民
館
成
人
学

校
作
品
展
・
学
習
発
表
会
を
開
催

い
た
し
ま
す
。
受
講
生
の
発
表
や

制
作
の
数
々
を
、
多
く
の
皆
様
に

鑑
賞
い
た
だ
き
た
く
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

1
期
日
・
時
間

　

令
和
6
年
2
月
16
日
（
金
）

　
　
　
　
　

2
月
17
日
（
土
）

　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
3
時

2
会　

場

　

城
山
公
民
館
本
館

　

第
二
地
区
分
館

3
内　

容
（
予
定
）

〔
展
示
〕・
書
道
「
写
経
入
門
」・
書
道

初
級
・
水
彩
画
初
級
・
水
彩
画
「
写

生
」・
洋
画
・
N
e
w
「
人
物
画
」・

楽
し
い
「
日
本
画
・
ス
ケ
ッ
チ
」・

木
版
画
・
楽
し
く
ソ
ー
イ
ン
グ
・

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
・
悠
遊

B
O
N
S
A
I
「
盆
栽
」・
四
季
に
愛

さ
れ
る
盆
栽
と
わ
た
し
・
眞
子
の
実

用
英
会
話
初
級
・
か
ん
た
ん
着
物
リ

フ
ォ
ー
ム・
囲
碁
入
門

〔
ス
テ
ー
ジ
発
表
〕

・
太
極
拳
・
太
極
拳
（
火
よ
る
）・
城
山

謡
曲
・
憧
れ
の
ギ
タ
ー
ラ
イ
フ
・
た

の
し
い
ハ
ー
モ
ニ
カ
教
室
・
ウ
ク
レ

レ
の
あ
る
生
活
・
ウ
ク
レ
レ
を
は
じ

め
よ
う

〔
茶
道
点
前
〕・
茶
道
・
お
仕
事
帰

り
に
た
し
な
む
茶
道

開
催
チ
ラ
シ
は
2
月
回
覧
予
定

　

い
た
だ
き
物
の
さ
つ
ま
芋
を
蒸

か
し
た
よ
う
で
、〝
紅
あ
づ
ま
よ
!
〟

と
言
い
な
が
ら
、
食
卓
に
盛
ら
れ

た
さ
つ
ま
芋
の
山
。
確
か
に
、
秋

の
味
覚
を
象
徴
す
る
恵
み
の
一
つ

で
す
。
昔
な
ら
、
神
社
の
境
内
で

落
ち
葉
を
集
め
た
焚
火
で
焼
き
芋
。

そ
の
味
が
う
ま
か
っ
た
こ
と
が
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
今
は
、
焚
火

が
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ

の
味
わ
い
は
、
思
い
出
の
中
に
し

ま
っ
て
、
ガ
ブ
リ
と
嚙
み
つ
き
ま
し

た
。

　

と
こ
ろ
が
、
急
い
で
食
べ
た
せ
い

か
咽
喉
に
詰
ま
り
、
し
ば
ら
く
息

を
止
め
て
、
芋
が
食
道
を
落
ち
る

の
を
待
ち
ま
す
。
す
る
と
、
狭
く

な
っ
た
声
帯
を
急
激
に
吐
く
息
が

通
っ
た
こ
と
で
〝
ヒ
ッ
ク
〟
と
い
う

音
を
発
し
て
し
ま
い
、つ
い「
ひ
ゃ
っ

く
り
が
出
ち
ゃ
っ
た
よ
」
と
言
う

と
、
妻
女
か
ら
「
違
う
ん
じ
ゃ
な

い
の
」と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

曰
く
〝
し
ゃ
っ
く
り
〟
が
標
準

語
で
、〝
ひ
ゃ
っ
く
り
〟
は
一
地
方

の
方
言
だ
そ
う
で
す
。
さ
つ
ま
芋

に
か
ぶ
り
つ
い
て
、
久
し
ぶ
り
の

〝
し
ゃ
っ
く
り
〟
も
驚
き
で
す
が
、

〝
ひ
ゃ
っ
く
り
〟
に
驚
き
、
急
に
寒

く
な
っ
た
秋
雨
に
も
驚
き
ま
し
た
。

成
人
式
の
ご
案
内

成
人
式
の
ご
案
内

令和5年度令和5年度

第46回

成
人
学
校
作
品
展
・

学
習
発
表
会

折
々
日
記

折
々
日
記

さ
つ
ま
芋
に
噛
み
つ
き
、

さ
つ
ま
芋
に
噛
み
つ
き
、

び
っ
く
り

び
っ
く
り

�

萩
原　

道
朗

長野聖救主教会（西長野）長野市消防本部・消防団本部発祥地碑（若松町）
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